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社会科の教師をめざす学生に 

 

法政大学キャリアデザイン学部兼任講師 大谷 猛夫 
 
 

 私は社会科・地歴科教育法の授業を担当し

ている。この授業をすすめ、学生の情況をみ

て、社会科の授業をどうつくっていくか、と

いうことを考えてみたい。もちろん、教職課

程の授業を受講して、教員免許を取得しよう

という学生が授業をとっている。教師になろ

うという学生は、自分の高校までの学校体験

の中で、少なくとも教師に対する希望を抱い

ている学生が多くいる。授業についての「体

験」はさまざまである。その授業体験に基づ

いて、授業とはこういうものだ、ということ

をもっている。それ以外の授業というのはあ

まり想像できない。多くの学生が体験してき

た授業、ここでは社会科（高校では地歴科）

に限定するが、小学校からずっと「社会科は

暗記」ということがしみついている学生が多

い。今も全国の学校では「暗記の社会科」が

繰り広げられていることと思う。教師が教科

書の解説をし、太字のところを覚えさせ、テ

ストに出題し、それを再現できるかどうかが

評価の基準になっている。これを効率よくす

すめるのが教師のテクニックだと信じて疑わ

ない学生が多くいる。 

 よく最低限の基礎知識はどうしても必要だ、

という議論がある。数年前に「イラクの位置

を世界地図で示せない大学生が数十％いる」

ということが問題になった。そのくらいの基

礎知識は中学の地理の授業でやるだろう。こ

んなこともわからずに大学生になっているの

か、ということだったように思う。しかし、

イラクの位置がわかっても、イラク戦争で何

がおこり、アメリカ軍や日本の自衛隊が行っ

て何をしたのか、それをどう考えたらいいの

か、ということを考えられなかったら、意味

があるだろうか。イラクの位置より、そこで

おこったことをどう考えたらいいか、という

ことの方が問題なのである。 

 

社会科の授業は何をめざしたらいいのか 

 

 暗記はよくない、となんとなく感じている

学生もそれなら何を社会科の授業ですればい

いのか、がよくわかっていない。体験してい

ないことはなかなか理解できない。たまに「社

会科の先生は、物語のように面白い話をして

くれた」という学生もいる。「面白い話」で何

を獲得したのか。そこが問題なのである。「自

分の考えが鍛えられた」という学生はめった

にお目にかかれない。 

 もののみかたを鍛える、と言っても「いろ

いろなみかたがある。そのうちのあるみかた

をおしつけてはいけない」とも思っている。

だから学生はよく「教師は中立でなければな

らない」と言う。中立とは何だろうか。「その

授業は偏っている」という言われ方をするこ

とがある。「その授業は左に偏っている」とい

うとき、その人が「右から見ている」という

ことでしかない。その反対もしかりである。

相対的なものである。昨年国会で議論された

「安全保障法案」について、賛成・反対以外

に「中立」があるだろうか。国の安全につい

て考えるとき、外国に軍隊を出動させる、と

いうことに賛成でも反対でもない、「まんなか」

があるだろうか。もちろん、主観的か、客観

的かということはある。恣意的な資料を持ち

出してそれだけで議論するのはよくない。で

きるだけ客観的な資料で議論をすすめること

が大事だと思う。これには基準がある。日本
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国憲法の理念である。公立学校の教師になる

とき、これは公務員すべてにそうであるが、

「日本国憲法を遵守します」という誓約書を

書く。ここが原点だと思う。立憲主義という

のが最近問題になっているが、将来の民主的

な主権者を育てる、ということに立てば、日

本国憲法の理念が社会科の授業で取り扱うこ

とがらの「考える基準」となる必要がある。

それは平和と民主主義と人権だと思う。高校

の地歴科も同様である。もともと小学校から

高校まで「社会科」という教科が戦後つくら

れた。これは戦前の反省をふまえ、平和と民

主主義・人権をすすめるための教科として生

まれた。これを戦後の保守政治の進展の中で

小学校低学年は「生活科」高校は「地歴」と

「公民」に分ける、というふうにしてしまっ

た。それでも生活科も地歴・公民も平和・民

主主義・人権を大事にしていくことに変わり

はない。 

 

それにはどうしたらよいか 

 

 授業の中で、平和と民主主義と人権を教え

る、としたら「それはこういうものだ」と説

明していくのではなく、生徒が平和・民主主

義・人権を体得できるような仕方ですすめて

いくことが必要である。それは生徒に語らせ

ることである。できるだけ「考え」を引き出

せるような発問が第一である。決まり切った

答えしか出てこない質問はよくない。「日本の

首都はどこですか」などというのはだめであ

る。いろいろな「答え」があって、生徒同士

の議論が展開できるようなものが良いと思う。

「安保法制をどう思いますか」などと聞くの

がよいが、いきなり、こういう質問をしても

答えられない。これを考えられるような「材

料」をどう提供していくかが大事だと思う。 

 つまり教材をどう探すか、が授業づくりの

根幹になるのである。これはたくさん勉強す

るしかない。いろいろな文献・資料を探し、

この授業では、これを使おう、としていけれ

ば良いと思う。教科書ももちろん教材のひと

つである。しかし、これは文部科学省の検定

をくぐったものであるから、これだけで豊か

な授業をつくりだすのは難しい。授業の中で

生徒に何を考えさせるのか、が基準となって、

教材を決めていくことが必要である。昨今教

科書問題がクローズアップされて、どの教科

書を使うか、の問題も生じている。できるだ

け、生徒に考えさせられる教科書が使えれば

それにこしたことはない。教科書選定に教師

の意見が反映されることが少なくなっている

が、このことの問題もある。 

 そこで、教材研究が重要となる。教材をど

う探すか、ということである。教師個人が資

料を探していくのであるが、何人もの教師の

目で教材を考えることが教師には求められて

くる。集団で物事を考える、ということに慣

れていない学生が多い。教材研究をグループ

ワークで課すとそのことがわかる。この教材

は違う見方もあるのか、ということに気がつ

くことが多い。一人で考えているより、教材

のみかたが鍛えられる。だから、教師の研修

権がある。日本の教師は民間教育研究運動で

鍛えられてきた。同じ職場の社会科教師、地

域の学校の社会科教師などと授業をめぐって

の研究会が大切なのである。学校の研修（研

究と修養をあわせた造語であるが）は教育委

員会ルートの官制研修があり、これは学習指

導要領の内容とそれにあわせた授業を徹底さ

せるためのものであり、本当に子どもの学

習・成長にかなったものかどうかあやしいも

のが多数ある。教師が自主的に授業をつくり

あげていこうとする時、自主的に考え、仲間

とともにつくりだしていく授業こそが大事に

なってくる。勉強しろ、勉強しろといわれて

やるのではなく、自分からすすんでやった方

が身につく、という当たり前のことである。

だから研究は権利なのである。 
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社会科の授業をめぐって 

 

 社会科・地歴科教育法の授業では、中学・

高校の社会科・地歴科の授業をどうすすめる

かを考える。地名・物産、年号暗記の授業は

よくない、とするならば、そうでない授業を

どう考えるかということになる。 

 いくつかにわけて考える。まず地理学習の

最大の障害は「自然環境決定論」だと思う。

「高知平野は温暖な気候を利用して促成栽培

がさかん」と説明して終わり、ということが

多い。「高知平野で促成栽培がさかんになった

理由は何ですか」と聞かれ「温暖な気候で」

と答えて○にする。たしかに温暖な気候の方

が促成栽培はやりやすい。しかし、温暖な気

候は江戸時代やそれよりずっと以前から温暖

だった。しかし、促成栽培がさかんになった

のは 1960 年代以降である。それ以前は温暖

な気候だったが、促成栽培はやっていない。

60 年代に何かあったのである。高速道路の開

通により、首都圏・大阪圏までの輸送時間が

短縮された。エネルギー革命で石油の輸入が

増加し、加温設備が安価でできるようになっ

た。小麦の輸入自由化により、都市部でパン

食が増えるなどの食生活の変化がもたらされ

たことなどによる冬期の夏野菜の需要増加な

どの要因が高知平野の促成栽培を可能にした。

しかし、「高知平野の促成栽培」を「温暖な気

候」という自然環境からだけ説明して終わり、

という地理の授業が圧倒的に多い。社会でお

こっている現象は自然的な環境も考慮するが、

主として社会的な要因で考えないとわからな

いことばかりである。「原爆が広島に落ちた」

のではなく、「アメリカ軍が原爆を落とした」

のである。 

 地図学習をとりあげる。世界地図は日本が

真ん中にあるメルカトル図法の地図が一般的

に使われている。「北朝鮮がアメリカにミサイ

ルを飛ばすと日本上空を通る。途中で落ちた

ら危ないので自衛隊の軍備を増強する」とい

う説明で軍拡がすすめられている。北朝鮮か

らアメリカ東部のニューヨーク・ワシントン

方面を直線で結ぶと日本の上空はかすりもし

ない。地球は丸く、地球にそって北朝鮮とア

メリカを最短距離ですすむには、シベリアか

らカナダを通り、日本の上空は通らない。北

朝鮮中心の正距方位図法で描くのが正しいの

であるが、見慣れたメルカトル図法の地図で

ごまかされている。 

 次に歴史学習の問題である。古代史は史料

をどう読むか、ということが重要になる。邪

馬台国はどこにあったか、が議論になってい

る。魏志倭人伝を読むと中国から邪馬台国に

至る経路が記されている。これをたどってい

くと邪馬台国は南西諸島あるいは、南洋の方

まで行ってしまう。どこかに記述の誤りがあ

る。伊都国から奴国、不弥国、投馬国から邪

馬台国に至る距離と方角がしめされている。

このどこかに方角あるいは距離の記述の誤り

があると考えられる。これによって、邪馬台

国は北九州にあったという説と奈良にあった

という説がでてくる。邪馬台国から中国より

の国名で出てくるところは邪馬台国の配下に

あったと考えられるので、奈良にあったとす

ると 3 世紀の日本は西日本一帯を支配地とす

る大きな国家があったことになり、北九州だ

とすれば、3 世紀の日本は群雄割拠の小国家

があっただけ、ということになる。この魏志

倭人伝の書かれたころ、日本にはまだ文字が

ない。とすれば邪馬台国とか卑弥呼というの

は中国人がかってに記載したものなのである。

日本人がこの国（邪馬台国）と女王を何と呼

んでいたかは想像するしかない。古代史はこ

のように史料をみて、ある程度の想像を加え

た考察が必要だということである。 

 また、歴史をだれの立場で考えるかも重要

だ。万葉集の貧窮問答歌を題材に奈良時代の

農民の生活を考えてみる。ここに書かれてい

る農民の生活は高い税に苦しんでいることが

書かれている。奈良時代の農民はどうやって
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納税し、その税はどうやって奈良まで運ばれ

たのであろうか。奈良時代の税のしくみは教

科書にも書かれている。その租はどう決めら

れ、どう徴収されたのか、これを考える。そ

して、苦しんだ農民はどうしただろうか、を

考える。生徒の討論を促す。たいていの場合

苦しい農民はどうするか、に対して「ごまか

す」「闘う」「逃げる」の三つの意見が出てく

る。「闘う」ことはできただろうか。「一揆を

おこす」という意見が出る。しかし、農民の

一揆は室町時代までおこらない。どうして奈

良時代は一揆がないのか、一揆をおこすには

どうしたらいいだろうか。農民の団結が前提

である。一人ではだめである。そこで、相談

しなければならない。いつ相談するのだろう

か。生産力の低いこの時代、農民は朝早くか

ら、暗くなるまで働いていた。暗くなれば疲

れて寝てしまう。相談できる時間などなかっ

た。室町時代になると農具の発達や、水車な

どがつくられ、生産力が向上する。それにと

もなって、ゆとりができた農民は寄り合いを

もつようになる。祭りの準備、水の管理など

を相談する。惣という自主的な組織をつくっ

ていく。この中で高い税についての話がでて、

一揆の相談がまとまる。それまでは日本の農

村で一揆がおこった記録はない。こんなこと

を考えたらよいと思う。それでは逃げた農民

はどこにいっただろうか。こんなことも授業

で考えると逃げた農民を集めた寺や豪族が力

をもっていく。荘園の形成を考えられる。奈

良時代を考える時、農民の立場にたって時代

をみることも必要だ。聖武天皇やこの時代の

貴族のことだけみていては時代の全体はみえ

ない。 

 これは近現代史も同様である。日露戦争を

とりあげる時、ある教科書は日露戦争は日本

の祖国防衛戦争と記述している。別の教科書

は朝鮮をめぐる帝国主義戦争と書いている。

祖国防衛戦争とみている教科書は、日本の国

家が主語の歴史記述になっている。民衆の姿

はでてこない。この戦争の中で、日本の民衆

はどうしていたのか、与謝野晶子や内村鑑三

の考えにふれているかどうか、朝鮮の民衆は

どうか、などを考えられると良いと思う。 

 だから、授業では「高知平野は温暖だが、

1960 年代ごろから促成栽培がはじまった理

由を考えよう」「君たちが奈良時代の農民だっ

たら、この高い税に対してどうする？」など

と質問し、生徒の討論をすすめることである。 

 

生徒が授業中に活動する 

 

 生徒は授業の中でどんな学習活動をするの

であろうか。まず、教師の話を聞く、板書を

みる、ノートに書く、教師の質問を考える、

それを答える、などの活動をおこなう。話を

耳で聞く、板書を目で見る、ノートに手で書

く、頭で考える、口で答える。つまり、耳、

目、手、頭、口の五感を駆使するのである。

しかし、なかなか生徒はこれを同時にはでき

ない。板書しながら説明している教師がいる。

生徒は板書を写していいのか、教師の説明を

聞けばいいのかわからない。板書を写させる

時間を確保する必要がある。その時は教師は

黙っていて良い。ずっとしゃべっている教師

がいるがそれはだめである。生徒は「先生、

その板書写すんですか」と聞くことがある。

それまで「見ているだけ」の板書があったと

いうことである。板書の量について言うと生

徒の負担を考えるならば、一時間の授業で黒

板消しを使わない程度ということになろうか。

一時間の授業が終わって黒板を眺めるとその

授業で何をやったかだいたいわかる、という

ものだ。 

 ノートの使い方についても考える。ノート

は何のためにあるのだろうか。後の学習の材

料になるのである。板書を写しただけ、とい

うのも最初は仕方がないが、だんだん教師の

説明や友だちの意見をメモできるようにして

いく。耳で聞いてメモをする、というのも学
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習活動である。あとでそのノートで復習する、

というのは大学生なら皆やっているのではな

いか。そして、もっとも大切なのは「みかた」

を鍛える、ということである。それには生徒

同士の討論がよい。まわりの生徒がどう考え

ているのかについて意見をたたかわせるので

ある。 

 

地域に出て行く 

 

 教室の中だけで授業を完結してしまうのは

もったいない。地域に出かけていって地域の

問題を考える。法政大学は靖国神社に隣接し

ている。これを見に行かない手はない。1 コ

マの授業を靖国神社のフィールドワークにあ

てる。ちょうどぐるっとまわって 90 分。大

鳥居からスタートする。まず大鳥居の脇にあ

る社号標に注目する。「これを見て何か気がつ

きませんか」と聞く。「古い漢字が使われてい

る」などはすぐにわかるが、「靖國神社」の文

字の間隔に気がつく学生はほとんどいない。

靖國神社の字間がてっぺんだけ狭いのである。

他の字間より狭く寸詰まりになっている。こ

れは戦前この上に「別格官弊」の文字があっ

たのを戦後占領軍が削り取らせたからである。

戦前は「別格官弊大社」つまりこの神社の神

は天皇ではないが、それと同等である、とい

うことを明治政府が認め、天皇の神社と同等

に扱ったということを示している。戦後それ

はまずいということで、上部が削られたので

ある。境内をすすんでいくと、右手の木立の

中に慰霊碑があり「西伯利亜出兵」の文字が

ある碑がある。これは学生にもわりと読める。

シベリア出兵である。全滅した部隊の慰霊の

ためのものであるが、はじめ、共産主義に負

けてだらしがない、と考えていた政府が「社

会主義は恐ろしい」ことを示すために碑をた

てた。つぎにすすむと真ん中に大村益次郎の

像がそびえ立っている。靖国神社のメインス

トリートの真ん中にあるために目立つ。日本

軍制を整えた立役者ということになっている。

「この大村益次郎はどこを向いている？」と

質問する。これは学生はまずわからない。実

は大村益次郎は上野の方角をむいて立ってい

る。戊辰戦争で、江戸城明け渡しの時、将軍

慶喜は会津に落ち延びるがこれに抵抗した一

部の幕府軍は上野の山にたてこもる。これを

官軍は討ち滅ぼす。それを見守る、という形

でこの像を建てた。ちなみに上野の山には西

郷隆盛の像がある。西郷隆盛は最後天皇には

むかって西南戦争をおこしたので、靖国神社

には祀られていない。靖国神社は天皇に味方

して闘った兵士を祀ってあり、賊軍となった

西郷隆盛は天皇の敵として靖国にはいれてい

ない。「お国のために戦って亡くなった」ので

はなく「天皇のために戦って亡くなった」者

だけが祀られている。さらにすすんで招魂斎

庭の跡まで行く。ここは法政大学の 58 年館

のすぐ裏にあたる。靖国神社が戦死者を神様

にする儀式をおこなったところである。戦死

者の名簿を牛車に乗せて厳かに儀式を執り行

っていた。遊就館の展示にはこの儀式の様子

が示されている。これは夜暗く午後 8 時から

行われていた。これは戦後も戦死者があらた

に判明すると続けられてきた。ところが、こ

の神聖な禊ぎの場が今は駐車場になっている。

一区画月 4 万円、99 区画ある。毎月ここだけ

で約 400 万円の収入が靖国神社にはある。遺

族会が高齢化し、収入の道が減った神社が苦

肉の策として駐車場として貸し出している。

一宗教法人となった靖国神社が「貸し駐車場

業」をしてしのいでいるのである。遊就館は

授業時間内で見るのは難しいのとお金がかか

るので、授業内では実施できない。 

 法政大学の学生はいつでも靖国神社に行け

る環境にある。御霊祭りには行った、とか通

学に利用している、などの学生はいるが、き

ちんとそこにある造形物をみて考えるという

ことは少ない。ここにみた以外にも大鳥居近

くの狛犬は日清戦争の時に中国遼寧省の寺か
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らぶんどってきた戦利品である、とか大灯籠

は富国生命が徴兵保険でもうけて寄進したな

どの解説もくわえられる。 

 地域に出かけていき、そこで何をみて、考

えるかはそれぞれの地域で考えていければ良

いと思う。 

 

まとめ 

 

 中学・高校の社会科・地歴科の授業をどう

つくっていくのか、ということで書いてきた

が、いずれにしても教材づくりにしてもテー

マを考えるにしてもたくさんの引き出しがあ

ることが求められる。大学生はその時間がわ

りと多い。教師になったら、このための時間

は学生時代より確実に少なくなる。学生時代

にどれだけたくさんの蓄積をしていくかが問

われる。旅行に行って見聞を広める、演劇や

芝居、映画を鑑賞して視野を広げる、新聞や

テレビのニュースで時事問題を考える、など

「裾野」を広げることだと思う。 

 


